
097

097

SMFG サステナビリティレポーート 2020

社会環境が変化していく中、経済や社会が持続可能であり続けるために
は、必要な知識や技術を備えた社会を⽀える⼈材の育成が不可⽋である
と考えています。SMBCグループは、私たちとともに将来の社会を構築し
ていく、次世代の⼈材や産業を育むことでサステナビリティを実現して
いきます。

次世代への取組

基本的な考え⽅

成⻑産業分野への 
⽀援

⾦融リテラシー教育 
の推進

社会貢献活動 
（次世代）
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SMBCグループでは、成熟と成長がバランスする活力ある社会を実現するために、次世代を育てるさまざまな取組を推
進。そのひとつが、成長産業分野への支援です。イノベーションによる新技術・サービスの創出をサポートする、私た
ちの取組をご紹介します。

スタートアップ支援の先端拠点「SMBC Startup Hub」の設置　▼

日本の成長戦略の基盤となる「事業化」支援　▼

研究開発型ベンチャー企業への支援「リアルテックファンド」　▼

中小事業者へのキャッシュレス導入支援　▼

SMBCグループでは、スタートアップへのサービス向上・サービス開発等を目的に、スタートアップの集積地である渋
谷に密着して活動する拠点「SMBC Startup Hub」を設置しています。「SMBC Startup Hub」では、渋谷にSMBCグ
ループのスタートアップ支援に関する専門知見を持った本部担当者を配置し、スタートアップに特化した各種サービス
提供、スタートアップ・大企業・海外機関等を交えたオープンイノベーション機会の提供等を通じ、将来グローバルに
活躍するスタートアップの成長をサポートしていきます。

日本総合研究所は三井住友銀行とともに、異業種連携の事業コンソーシアム「Incubation & Innovation Initiative」を
発足しています。このコンソーシアムでは、日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術やビジネスアイデアの事業
化を支援しています。
また、アイデアや技術の事業化を目指す方からビジネスプランを募集する「未来」プログラムも開催しています。この
プログラムに参加いただいた方々には、事業開発に資するアドバイザリー支援、ネットワーキング、資金サポート等、
多岐にわたる機会を提供します。

（Incubation & Innovation Initiativeのサイトに移動します）

成⻑産業分野への⽀援

主な取組

スタートアップ支援の先端拠点「SMBC Startup Hub」の設置

日本の成長戦略の基盤となる「事業化」支援

Incubation & Innovation Initiative

Incubation & アクセラレーションプログラム「未来」

（未来のサイトに移動します）
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SMBC日興証券が支援する「リアルテックファンド」は、2015年4月に株
式会社ユーグレナ、株式会社リバネスとともに設立したベンチャーキャピ
タルファンドです。優れた技術を持つベンチャー企業に対して「ヒト・モ
ノ・資金」を総合的に支援することで、地球や人類の課題解決および日本
経済の活性化や日本への投資促進に寄与することを目的としています。
ロボティクス、バイオ、環境・エネルギー、アグリ、新素材、IoTなどの
地球や人類の課題解決に資する研究開発型の革新的なテクノロジー（リア
ルテック）の社会実装を目指すベンチャー企業を対象に、さまざまな業界
の民間事業会社から出資された総額75億円のファンド資金を用いて投資・
育成を行います。

業務提携先の米Square社が提供する決済サービスの推進により、全国で中小事業者のキャッシュレス決済導入をサポー
トしています。

中小事業者へのキャッシュレス導入支援

Squareリーダーは、スマートフォンやタブレットに接続するだけでカード決済に対応できる非常にシンプルな決済端末
で、小売店や屋外イベントでも置き場所を気にすることなく設置できます。また、審査手続も簡単で最短で申込当日か
らご利用いただける他、入金は最短で翌営業日に行われるため、現金のような感覚でご利用いただくことができます。
さらに、SquareのPOSレジを導入すれば、在庫管理や売上分析、会計ソフトとの連携がスムーズになるため、決済業務
の効率化を通じた事業成長に繋がります。今後も中小事業者へのキャッシュレス決済導入支援を通じて、日本のキャッ
シュレス化促進に貢献していきます。

研究開発型ベンチャー企業への支援「リアルテックファンド」
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経済状況の変化により、人々のお金に対する意識も変化しています。また近年では、金融犯罪や多重債務など、お金に
関するさまざまな問題も発生しています。
SMBCグループは、子どもから大人まで幅広い世代に向けて、グループ一体となり幅広い分野にわたる最新情報の提供
を実施し、誰もがお金に対する正しい知識を身に付け、安心して暮らせる社会を目指しています。
すぐに役に立つ金融情報メディアや、インターネット上で配信する収支体験ツールなど、各世代に向けた金融経済教育
をご紹介します。

SMBCグループは、お金の使い方に関するコラムや収支体験ツールを、インターネット上でも配信しています。

SMBCグループはグループ各社でさまざまな金融経済教育を実施しています。

金融リテラシー教育の推進

金融情報メディア・収支体験ツール

三井住友銀行：
マネーを楽しむ学びの場
Money VIVA
マネーを学んで、ミライヘ一歩
踏み出そう。

SMBC日興証券： 
記事から株が買える 
投資情報サービス 
「日興フロッギー」
100円から投資家デビュー！

三井住友DSアセット 
マネジメント：
ラーニング
投資の基本や制度など、資産運
用に役立つ情報をご紹介しま
す。

金融経済教育への取組

三井住友銀行：金融経済教育への取組

SMBC日興証券：金融経済教育

三井住友カード：金融教育

SMBCコンシューマーファイナンス：金融経済教育への取組
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SMBCグループは、子どもたちや家族が従業員の働く職場を
訪問し、金融業務について学び体験するイベント「SMBCグ
ループたんけん隊」を開催しています。2019年度は三井住
友銀行の東京・大阪本店と、日興証券の本店（新丸ビル）に
て開催し、グループ各社より84組215名が参加しました。銀
行での見学会では、金融の仕事やお札の数え方の授業の後、
普段は見られない金庫室や本物の1億円の重さを体験し、日
興での見学会では、ブラインドサッカーの体験会や職場見学
を実施しました。

夏休み！こども銀行たんけん隊

三井住友銀行は2006年より、小学生が実際の銀行業務を学
び、体験する「夏休み!こども銀行たんけん隊」を実施して
います。この見学会では、従業員による授業のほか、窓口業
務の体験やATM・金庫の見学などを通して、子どもたちが金
融や銀行業務の基本について勉強する機会を提供していま
す。2019年度は東京・神戸の2拠点で実施し、59組130名に
ご参加いただきました。
銀行見学会のカリキュラムについては、以下のリンク先をご
覧ください。

三井住友銀行：夏休み！こども銀行たんけん隊

小学生向けのイベント実施

SMBCグループたんけん隊

小学生向け

小学生向け取組事例 閉じる

「家族でワクワク体験DAY」

SMBC日興証券は、子どもたちの夏休み期間に、実体験型の社会学習プログラム、日興「家族でワクワク体験DA
Y」を2006年から全国の本支店で開催しています。 
本プログラムは、小学生とそのご家族が同社の本支店を訪れ、クイズや情報端末などを使った実体験や従業員に
よる講義などを通じて、経済やお金の流れ、金融機関の社会的役割などを楽しみながら学んでいただく取組で
す。

出張授業

SMBC日興証券では、子どもたちに経済や金融に興味を持ってもらうことを目的に、2016年より従業員が小学校
を訪問して出張授業を行っています。小学生は、「お金の大切さや役割について徐々に理解し、さまざまな体験
を通じて、将来、社会の中で生きていく力の素地を形成する時期」と考えられていることから、小学校高学年の
児童を対象に、テキストを使った授業や、カードゲームを活用した体験型の授業を行っています。

各拠点での銀行見学会・職業体験の実施

三井住友銀行は、全国の営業拠点が自ら企画し地域社会に貢献する活動を推進しており、各営業拠点は銀行見学
会の主催や、支店周辺や屋外での清掃活動の実施、地域のイベントへの参加などを行っています。
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三井住友銀行は、キッザニア東京・甲子園のオフィシャルス
ポンサーとして銀行業務体験を提供しています。「キッザニ
ア東京」（東京都江東区）では、2006年10月の完成時よ
り、サポート企業として銀行の店舗を出展し、「キッゾ」と
呼ばれる独自通貨を発行しています。また、2008年3月にオ
ープンした「キッザニア甲子園」では、通貨の発行のほか、
子どもたちが銀行員の仕事を楽しく体験できるプログラムを
用意しています。

詳細は、以下のリンク先をご覧ください。

（キッザニアのサイトに移動します）

キッザニア

金融セミナーなどへの協賛

小学生向け経済教育プログラム「スチューデント・シティ」に協賛

SMBC信託銀行は、小学生向けの経済教育プログラム「スチ
ューデント・シティ」に協賛し、施設への銀行模擬店の出展
や従業員をボランティアスタッフとして派遣するなど、次世
代を担う人材の育成や金融経済教育支援を行っております。

「キッザニア東京」「キッザニア甲子園」への協賛

スポーツイベント会場での「親子向け金融経済教育セミナー」の開催

三井住友カードは、2016年度よりスポーツイベント会場で、金融経済教育セミナーなどのCSRイベントを開催し
ています。このイベントは小学生の子どもたちとその保護者を対象とし、子どもにも分かりやすいように、「お
金をバランス良く使うこと」や「計画的に使うこと」の大切さを伝えるプログラムを展開しています。今後も、
金融リテラシー向上と、スポーツを通じた地域活性化の両面に貢献する活動を継続して行っていきます。
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金融経済教育関連ツールの提供

金融教育アプリ「ハロまね」の提供

三井住友カードは、金融教育の一環として、小学生向けのおこづかい帳アプリ「ハロまね～親子で学ぶ、こども
のお金管理～」を無料で提供しています。子どもの頃からお金について触れることで、将来必要となる収支管理
を早期に身につけてもらうことを目的としています。親子で一緒にお金に関する基礎知識「使う」「貯める」
「増やす」を楽しく学べるアプリで、若年層の金融リテラシー醸成をサポートします。

「銀行のひみつ」の発刊

三井住友銀行は2007年5月、株式会社学習研究社（当時）に協力し、「まん
がでよくわかるシリーズ」から「銀行のひみつ」を発刊、同書籍を全国の小
学校約2万3,000校と、公立図書館約3,000館に寄贈しました。「銀行のひみ
つ」は、銀行の3大業務である「預金・貸出・為替」を中心とした銀行の社
会的な役割や銀行の歴史などを、漫画を用いて分かりやすく解説していま
す。

三井住友カード：こども向けおこづかい帳アプリ　ハロまね～親子で学ぶ、こどものお金管理～
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セミナーなどの開催

企業見学の受入・講師派遣

三井住友銀行は、中学生・高校生による企業見学の受入や、従業員の講師派遣にも協力しています。企業見学で
は、営業現場や市場営業部門のディーリングルームなどの見学などを通じて、銀行業務や職業について学んでい
ただいています。

公募講師制による出張授業の実施

三井住友カードは、役職員から講師を募り中学校・高等学校・大学などへ出向き、「キャッシュレス社会と私た
ち」「クレジットカードで学ぶ金融リテラシー」講座を展開しています。

健全な個人向け金融市場の形成に向けた金融経済教育のセミナー開催

SMBCコンシューマーファイナンスは、未来を担う学生や地域の方々が
お金に関する正しい知識を習得するとともに適切な判断ができるよう、
全国17ヵ所のお客様サービスプラザが中心となって、「生活設計・家
計管理」「ローン・クレジット」「金融トラブル」などを主な内容とし
たPROMISE 金融経済教育セミナーを開催しています。地域コミュニテ
ィや教育機関の皆さまのニーズにお応えしていく中で、年々多くの方々
からご依頼をいただき、2011年の活動スタート以来1万6千回以上開催
し、のべ100万名を超える方にご参加いただきました（2020年3月末現
在）

教育関連施設への協力

「ファイナンス・パーク」への協力

三井住友銀行は、経済教育団体ジュニア・アチーブメント日本が運営す
る中学生向けの経済教育プログラム「ファイナンス・パーク」に協力し
ています。ファイナンス・パークは、金融・通信・レストラン・スーパ
ーなどさまざまな業種の協賛企業が、専用施設に実際の店舗を模したブ
ースを出店している架空の町で、生徒たちは、パーク内の各ブースでさ
まざまな経済活動を体験学習し、経済的な思考を養います。同行は、2
005年6月より東京都品川区、2014年6月より福島県いわき市のファイ
ナンス・パークにブース出展しています。 2019年には、都立中学生を
対象とした「SMBCグループ ファイナンス・パークデー」を開催し、
通常の体験学習のほか、SMBCグループ社員から働く意義や仕事のやり
がいなどを聞く座談会を実施しました。

中学生・高校生向け取組事例 閉じる

中学生・高校生向け
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三井住友銀行は、各大学に従業員を講師として派遣し、「環境に関するストラクチャードファイナンス」のよう
な専門的な事例紹介から、「女性の社会進出」といったテーマまで、各大学のさまざまなニーズに応えた講義を
行っています。2019年度は、79大学で約3,600名を対象に講義を行いました。

教育機関との連携

データサイエンティストの育成とデータ利活用による新たな付加価値創出

SMBC信託銀行は、2017年9月、三井住友フィナンシャルグループとと
もに、滋賀大学とデータサイエンスに関わる教育および研究の分野にお
ける連携・協力に関する協定を締結しました。日本初のデータサイエン
ス学部を2017年4月に創設した滋賀大学と共同で、同大学への講師派
遣やインターンシップ受け入れなど、データサイエンスの専門知識とス
キルを持つ人材の育成を行っています。ビジネス分野における共同研究
を通じて、データの利活用による新たな付加価値の創出に取り組んでい
ます。

京都女子大学での講義実施

SMBC信託銀行および三井住友カードは、寄付講座の一環として、京都女子大学において信託業務、クレジット
カードやキャッシュレスに関する講義を実施しています。

企業見学・研修の受入

SMBC日興証券は、学生・一般の方に、金融や経済に関する知識を深めていただくために企業見学・研修を行っ
ています。プログラム内のセミナーや、当社の本支店、海外拠点などの見学を通じて、私たちの生活とお金、金
融機関の役割や金融取引に関するさまざまな知識について、理解を深めていただいています。

社会人向け

社会人向け取組事例 閉じる

インターンシップや講師派遣の実施

大学インターンシップの受入

三井住友銀行は、学生が自己の職業選択について考える機会となるインターンシップを、2006年より受け入れて
います。2019年度は、46大学から81名が参加し、投資銀行業務、個人業務企画、マーケット取引などをOJT形
式で経験しました。

講師派遣

大学生向け

大学生向け取組事例 閉じる
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SDGsに関する子ども向け教材の提供　▼

「SMBC presents こどものための音楽会」の開催　▼

三井住友銀行国際協力財団を通じた支援　▼

若手芸術家支援　▼

劇団四季「こころの劇場」への協賛　▼

当社はSDGsに関する子ども向け教材「SDGsスタートブック」に、学習に
活用できる事例を提供しています。本教材では、銀行が気候変動をはじめ
とする環境問題の解決にどのように取り組んでいるのかを分かりやすく紹
介しています。本教材は小・中学校に無料配布されており、内容はSDGs
に関する学習用ウェブサイト「EduTown SDGs」でも公開されています。

社会貢献活動（次世代）

主な取組

SDGsに関する子ども向け教材の提供

EduTown SDGs：トップページ

EduTown SDGs：「グリーンなお金の流れ」で持続可能な社
会をつくる

「SMBC presents こどものための音楽会」の開催

三井住友銀行では、公益財団法人新日本フィルハーモニー交響楽団の協力
の下、プロの音楽家を児童館などに派遣する「SMBC presents こどもの
ための音楽会」を開催しています。この音楽会は、子どもたちに生のクラ
シック音楽に触れてもらい、豊かな心を育んでもらう目的で実施してお
り、クラシック音楽の演奏のほか、小さいお子さまも楽しめるように皆で
ボディパーカッションに挑戦したり、楽器の仕組みについて紹介していま
す。
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発途上国の経済発展に資する活動を行っている研究機関・研究者への助成を行っています。

SMBC信託銀行は、若手芸術家の活動支援の一環として、本店には女子美
術大学学生の作品、大阪出張所には大阪芸術大学学生の作品を展示してい
ます。

撮影：下坂敦俊

三井住友銀行国際協力財団

若手芸術家支援

劇団四季「こころの劇場」への協賛

「こころの劇場」は、2008年より劇団四季が行っているプロジェクトで、
日本全国の子どもたちを無料で劇場に招待し、演劇を通じ子どもたちに生
命の大切さ、 思いやりの心、信じあう喜びなど、人が生きていくうえで大
切なものを伝える取組です。SMBC日興証券は2015年8月より特別協賛を
実施しており、役職員が運営サポートや会場設営のボランティアを行って
います。

三井住友銀行国際協力財団は、アジア地域の経済発展に資する人材の育成および国際交流を目的とし、1990年の設
立当初より、アジアから日本の大学院へ進学した留学生、毎年7～8名を対象に奨学金を支給しています。また、開

三井住友銀行国際協力財団を通じた支援
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